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トランジスタラジオの回路図集


６石スーパートランジスタラジオ回路（PNP 型 MW） 


６石スーパートランジスタラジオ回路（NPN 型 MW） 


９石スーパートランジスタラジオ回路（PNP 型 MW/SW1/SW2） 


４石スーパートランジスタラジオ回路（NPN 型 MW） 


１００円ラジオ回路（NPN３石スーパーラジオ MW） 


１００円ラジオ調整治具～ダイソー１００円ラジオ（改）～ 
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ファイル名


６標準 石スーパラジオ回路PNP型.VSD


VC
（ ） 親 


R1
20K


C2
0.005


OSC
(赤)


VC
（ ） 子 


IFT-A
（ ） 黄 


R3
3K


TR1
TR2
2SA


R4
100K


C3
30


R5
500


C4
0.01


ＢIFT- 
（ ） 白 


TR3
2SA


R6
50K


IFT-A
（ ） 黒 


C5
0.01


D1
1N60


R10
470C8


0.01


C7
0.01


VR
5K


R9 5K


C9
10


TR4
2SB


R11
40K


R12
5k


T-1


C11
30


C10
30


R14 200


R15
6k


TR5
2SB


TR6
2SB


R17
10


T-2
SP
8Ω


DC9V


SW
R13
1k


名称 ６石トランジスタスーパへテロダイン方式ラジオ
受信周波数範囲 535～1605kHz
中間周波数 455kHz
音声出力 0.25W　　インピーダンス：8Ω
電源電圧 4.5V (DC)
消費電流 無信号時： 約12mA　　最大音量時： 約150mA


CN1
5p


CN2
5p


R2
6K


C1
0.01


0.5-0.7mA


R7
5k


C6
0.01


R8
1k


R16
300


Th


C12
0.01


0.5mA 1mA 1.5mA


、■赤字の電流は 無信号時のコレクタ電流(Ic)
、■電源電圧(Vcc)は DC9V


■すべての抵抗の電力容量は1/8Wで十分
、■電源電圧(Vcc)は DC9V


（ ）■Th サーミスタ とR16並列またはバリスタ


C13
100
16V


利
得 -3 35 -6 34 -6 36 -6 -20 35 -1 24 -2


84dB


123dB


全利得 120dB


同調回路
CONV.


周波数変換
IF-1


中間周波増幅
IF-2


中間周波増幅
DET.
検波


AF
低周波増幅


P.A.
電力増幅


SP.
スピーカ


PWR.
電源


（ｄＢ）







L


H


G


F


E


D


C


B


A


8 7 6 5 4 3 2 1


H


G


F


E


D


C


B


A


8 7 6 5 4 3 2 1


ファイル名


６標準 石スーパラジオ回路NPN型.VSD


VC


R1
470K


C2
0.01


OSC
(赤)


IFT-A
（ ） 黄 


R2
1.5K


TR1
2SC829


TR2
2SC828


R3
18K


C3
1


R5
470


C4
0.01


ＢIFT- 
（ ） 白 


TR3
2SC828


R6
270K


IFT-A
（ ） 黒 


C6
0.01


D1
1N60


R7
470C8


0.01


C7
0.01


VR
5K


R4 5.8K


C12
1


TR4
2SC828


R12
10K


R11
6.8K


T-1


C14
100


C13
33


R14 100


R15
2.2K


D2


TR5
2SC1317


TR6
2SC1317


R16
3.3


C16 0.01


T-2
SP
8Ω


DC4.5V


SW


同調回路
CONV.


周波数変換
IF (1)


中間周波増幅
IF (2)


中間周波増幅


DET.
検波


AF
低周波増幅


P.A.
電力増幅


SP.
スピーカ


PWR.
電源


C1
0.01


C5
100 R13


470


C15 0.01


C17
100


部品NO. 品番・規格 部品の名称 働き


TR1 2SC829 シリコントランジスタ 周波数変換


TR2 2SC828 シリコントランジスタ 第１中間周波増幅（AGC駆動）


TR3 2SC828 シリコントランジスタ 第２中間周波増幅


TR4 2SC828 シリコントランジスタ 低周波増幅


TR5 2SC1317 シリコントランジスタ Ｂ級プッシュプル電力増幅。TR6と対称的に接続。


TR6 2SC1317 シリコントランジスタ Ｂ級プッシュプル電力増幅。TR5と対称的に接続。


D1 1N60 ゲルマニウムダイオード 検波（整流）


D2 1S1555 ダイオード またはバリスター。温度補償。値は約100Ω。


L バーアンテナ
アンテナコイル。インピーダンスは約100KΩ。インダクタンスは430～600μH.。


OSC ”赤”コイル 局部発振コイル バリコンとLC発振回路を構成し、受信周波数＋455KHzを発振する。


IFT-A ”黄”コイル 初段用中間周波コイル 455KHz。インピーダンス 15k：150Ω


IFT-B ”白”コイル 段間用中間周波コイル 455KHz。インピーダンス 33k：220Ω


IFT-C ”黒”コイル 検波用中間周波コイル 455KHz。インピーダンス 37k：12kΩ


T1 入力トランス インピーダンス変換


T2 出力トランス インピーダンス変換、段間結合


SP スピーカ インピーダンスは8Ω


電池 電源 この回路はDC4.5V


VC ポリバリコン トラッキングレス２連。容量はアンテナ側：20～150pF、発振側：20～80pF


VR 5kΩ(A) スイッチ付ボリューム 電源スイッチと音量可変


R1 470k 抵抗 バイアス抵抗


R2 1.5k 抵抗 回路安定化


R3 18k 抵抗 バイアス抵抗


R4 5.8k 抵抗 AGCの時定数決定用。C3と組み合わせて決める。


R5 470 抵抗 回路安定化


R6 270k 抵抗 バイアス抵抗


R7 470 抵抗 検波の負荷抵抗


R11 6.8k 抵抗 （電流帰還）分圧


部品NO. 品番・規格 部品の名称 働き


R12 10k 抵抗 バイアス抵抗


R13 470 抵抗 回路安定化
R14 100 抵抗 電圧降下


R15 2.2k 抵抗 バイアス抵抗


R16 3.3 抵抗 回路安定化


C1 0.01u セラミックコンデンサ バイパスコンデンサ


C2 0.01u セラミックコンデンサ バイパスコンデンサ


C3 1u 電解コンデンサ
極性あり。耐圧は６V以上（この回路では）


AGCの時定数決定用。Ｒ４と組み合わせて決める。
C4 0.01u セラミックコンデンサ バイパスコンデンサ


C5 100u 電解コンデンサ 極性あり。耐圧は６V以上（この回路では）


C6 0.01u セラミックコンデンサ バイパスコンデンサ


C7 0.01u セラミックコンデンサ 検波（整流）後の高周波成分除去
C8 0.01u セラミックコンデンサ 検波（整流）後の高周波成分除去


C12 1u 電解コンデンサ
極性あり。耐圧は６V以上（この回路では）


段間結合（カップリングコンデンサ）


C13 33u 電解コンデンサ 極性あり。耐圧は６V以上（この回路では）
C14 100u 電解コンデンサ 極性あり。耐圧は６V以上（この回路では）


C15 0.01u セラミックコンデンサ


C16 0.01u セラミックコンデンサ


C17 100u 電解コンデンサ 極性あり。耐圧は６V以上（この回路では）


名称 ６石トランジスタによるスーパへテロダイン方式ラジオ
受信周波数範囲 535～1605kHz
中間周波数 455kHz
音声出力 0.25W　　インピーダンス：8Ω
電源電圧 4.5V (DC)
消費電流 無信号時： 約9mA 　最大音量時： 約150mA


仕　様


部品の仕様と働き


3.9V 3.9V 3.9V 4.5V


4.5V
1.4V


0.87V


3.9V


1.05V


0.42V


3.9V


0.65V


0V


3.9V


0V


166mV


215mV


1.54V 3.6V


0.9V


0.6V
6.4mV


4.5V


4.5V


0.6V


、■赤字の電圧は 無信号時の各部の電圧
、■電源電圧(B+)は DC4.5V


CN CN
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ファイル名


９標準SW・MW 石スーパラジオ回路PNP型.VSD


BAR ANT.


VC1


SW
ANT.COIL


TR1
2SA350


R4
10k


C11
0.01


R5
1k


■IFT-1
70k:750


C15
600p


□IFT-2
30k:500


C14
0.01


C13
30


10V


C12
30


10V


R6 4k


C36
0.04


C1
0.04


R1 8k


R2
1k


TR2
2SA350


R3
500


C2 0.01


C3 2000p


C4 200p


C5
0.04


C6
0.04


C8 500p


C9 3000p


C10 4400p


VC2


C7
100
10V


R9
80k


R7 500


R8
500


TR3
2SA12


150k


C37 CN


R11
1k


C17
0.04


C16
0.04


R10
500


C18
0.04


TR4
2SA12


■IFT-3
30k:5k


C38 CN


R13
30k


R12
4.7k


C21
0.04


C19
0.04


R14
1k


C20
0.04


R15 4k


D1
1N34A


C22
0.01


R16
1k


C23
0.01


R17
5k


VR1
5k D


C24 10/6V


TR5
2SB75


R18
30k


R19
4k


R20
10


R21
1k


C25
30
6V


C27
10/6V


R22
4k


C26
100
10V


R23
20k


R25
10k


R24
3k


TR6
2SB77


VR2
5K C


C28
0.2


R27
500


R28
10


C29
30
6V


T1
4k:2k


R30
100


R26
100k


TR7
2SB89


TR8
2SB89


R29
5


T2
290:3.5


C31 0.01


C30 0.01


R32 1k


SP
5" X 7"


IND.


VR3
2k B


C33
0.04


R35
300k


TR9
2SB75


C34
30/6V


R36
10k C35


10/10V


R39
10k


R38
3k


R37
20k


R31
6k


R33
300


Th
B-2B
R34
270


C32
100
10V


TC1


TC2


TC3


TC4 TC5 TC6


350uA


0.35V


7.1V


0.8V*


(0.72V)
0.65V*


1.3mA*


0.4V


7.7V


0.45V


400uA


▲
6
0
0
u
A


8.3V


7.7V


640uA


6.4V


6.55V


9V


▲10mA


▲4.5mA


▲4.5mA


8.9V


8.9V


▲0.23V


▲0.23V


ｍ
Ａ


1
.7


 
 


▲0.05V
0.88V


7.6V


0.95V
670uA


0.67V
0.84V


0.7V


1mA


8.3V


0.86V700uA▲7.7V


0.35V


PU BATTERY 9 Volts


受信周波数 MW ～ ～535lHz  1605kHz [525kHz  
1650kHz]


SW1 ～ ～3.2MHz   8.5MHz [3.1MHz   8.8MHz]
SW2 ～ ～8.5MHz   22MHz [8.3MHz   22.5MHz]


出力 最　大 600mW
無ひずみ最大 450mW


消費電流 無信号時 約 19mA
最大出力時 約 115mA


電源電圧 DC9V (006P)


【 】 注 
、印の数値は 局部発振を停止させたときの電圧
、ＭＷ内の数値は   帯受信中の電圧
、内の数値は 調整時の上下限周波数
、印の数値は 無信号時の電圧及び電流値


～S1-1 7 1: MW   2: SW1   3: SW2 回路図の位置は1: MW
S2 （ ） ＰＵ（ ）ラジオ 現在の位置 　   フォノ入力 


EXT. ANT.
1


1


1


1


1


1


3


2


2


3


23


23


2


3


2


3


2


3


1S1-1


S1-3


S1-2


S1-4


S1-5


S1-6


S1-7


S2


POWER-SW







BAR-ANT


PVC(ANT)


C1
0.0047


R1
27K


R2
10K


TR1
2SC1815-Y


R3
3K


C2
0.0047


PVC(OSC)


OSC
(赤)


SP
8-Ohm


IFT-1
(黄)


TR2
2SC1815-Y


R4
20K


R5
4.7K


C3
0.01


R6
1K


C4
0.01


C6
3.3
10V


IFT-2
(黒)


D
1N60


C5
0.01


3.5Mini


VR
5K
(B)


TR3
2SC1815-Y


R7
20K


C7
220
6.3V


R8
7.5K


TR4
2SC1959-Y


R9
91


T
ST-81
(1K:8)


006P
9V


C8
100
16V


Power
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ファイル名


４ 石スーパラジオ回路.VSD


PHONO
INPUT


（ ） 赤 未接続


同調
CONV.


周波数変換
IF


中間周波増幅
DET.
検波


AF P.A.
低周波増幅


SP.
スピーカ


PWR.
電源


部品No. 品番・規格 働き


ANT バーアンテナ 430～600uH


PVC トラッキングレスバリコン ANT側:20-150pF,OSC:20-80pF


OSC 局部発振コイル 受信f + 455kHzを発振する


IFT-1 中間周波トランス(黄) 初段用 通過f=455kHz


IFT-2 中間周波トランス(黒) 検波段用 通過f=455kHz


T 出力トランス ST-81 一次: 1kΩ、二次: 8Ω


SP スピーカ 8Ω


TR1 シリコン　2SC1815-Y 周波数変換


TR2 シリコン　2SC1815-Y 中間周波増幅


TR3 シリコン　2SC1815-Y 低周波増幅（２段直結回路）


TR4 シリコン　2SC1959-Y 低周波増幅（２段直結回路）


D ゲルマダイオード 1N60 検波


R1 27kΩ 1/4W バイアス抵抗


R2 10kΩ 1/4W 分圧抵抗（電流帰還）


R3 3kΩ 1/4W 回路安定化抵抗


部品No. 品番・規格 働き


R4 20kΩ 1/4W バイアス抵抗


R5 4.7kΩ 1/4W 分圧抵抗（電流帰還）


R6 1kΩ 1/4W 回路安定化抵抗


R7 20kΩ 1/4W 2段直結回路のベース抵抗


R8 7.5kΩ 1/4W 2段直結回路のコレクタ抵抗


R9 91Ω 1/4W 2段直結回路のエミッタ抵抗


VR 5kΩ(B) ボリューム・検波負荷抵抗


C1 セラコン 0.0047uF 結合コンデンサ


C2 セラコン 0.0047uF 結合コンデンサ


C3 セラコン 0.01uF バイパスコンデンサ


C4 セラコン 0.01uF バイパスコンデンサ


C5 セラコン 0.01uF 検波時455kHz成分除去 LPF


C6 電解コン 3.3uF/10V 結合コンデンサ


C7 電解コン 220uF/6.3V 2段直結回路用コンデンサ


C8 電解コン 100uF/16V 電源のバイパスコンデンサ


その他 3.5mmモノラルジャック ライン入力付加の場合必要


ライン入力を付加する場合


Ｘ 部を切断し


ミニジャックを追加する


： ４名称 　 石スーパーヘテロダインラジオ


： ～受信周波数 　535 1605kHz


：中間周波数 　455kHz


：音声出力 　8Ω


： ＤＣ９Ｖ （００６Ｐ）電源電圧 　    　      


： １２．５ｍＡ（ ）消費電流 　       無信号時 


※ ※


Ｃ※の はIFTに内蔵


 







LVC


R1
220k


C2
0.0033


OSC


IFT-A


R3
1.8K


TR1
S9011


TR2
S9011


R5
22K


C4
4.7


R7
0


ジャンパ線


IFT-C


D1
1N4148


R8
470


C5
0.022


VR
50k(D)


TR3
S9014


R11
15k


C10
47 SW


C3
0.0068


R2
100


R4
220


C6
0.022


R6
5.6k


C7
0.1


C8
0.001


UM4x2
DC3V


イヤホン
ジャック


※※


※ 同調コンデンサはIFTに内蔵


１００ダイソー   円ラジオ回路図


S9011


E  C B


VCBO 30V
VCEO 20V
VEBO 4V
Ic 30mA
Pc 0.31W
hFE 28 - 270
Ft 150MHz
TO-92
Manuf. KOREA


S9014


E  B  C


VCBO 50V
VCEO 45V
VEBO 5V
Ic 0.1A
Pc 0.4W
hFE 60 - 1000
Ft 150MHz
TO-92
Manuf. KOREA
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R7
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R8
470
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50k(D)


TR3
S9014


R11
15k


C10
47 SW


C3
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R2
100


R4
220


C6
0.022


R6
5.6k


C7
0.1


C8
0.001


UM4x2
DC3V


イヤホン
ジャック


※※


※ 同調コンデンサはIFTに内蔵


１００   円ラジオ調整具 ～ １００ （ ）～ ダイソー   円ラジオ 改  


0.001
(102)


(A
)


【 】　 周波数変換部の動作確認 
４ ＩＦＴ（ ）・ 石スーパーラジオの    黄 


、　の出力ピンを 0.001uFのコン
、 １　デンサに もう ピンを100円


　調整具のアースに接続する


、ＩＦ・100円調整具に   部以降の
　働きをさせる


（Ａ） 、・   の通り アースに落とし
　100円ラジオ調整具のOSC
　発振を停止させる


【 】　 局部発振の動作確認 
４ 、・ 石スーパーラジオと 100円


　調整具を近づける


４・ 石スーパーラジオの受信
＋４５５ｋ　周波数     Hz付近に


　100円ラジオのダイアルを
、　合わせ 信号が受信でき


、　たら 局部発振が動作して
　いる


【ＩＦ 】　   以降のの動作確認 
４ ＩＦＴ（ ）・ 石スーパーラジオの    黄 


、　の出力ピンを 0.001uFのコン
、 １　デンサに もう ピンを100円


　調整具のアースに接続する


、・100円調整具に 周波数変換
　の働きをさせる


（Ａ）・   の100円ラジオ調整具
　のOSC発振停止はしない


【ＩＦ 】　   部までの動作確認 
４ ＩＦＴ（ ）・ 石スーパーラジオの    黒 


（ ）　の出力ピンを接続 アースも 
　する


、・100円調整具に 検波以降
　の働きをさせる


（Ａ） 、・   の通り アースに落とし
　100円ラジオ調整具のOSC
　発振を停止させる


【 】　 検波以降の動作確認 


【 】　 低周波増幅の動作確認 


 
 


 


■一世を風靡した？ダイソー１００円ラジオは、今や貴重品？となってしまいましたが、上記のように、ラジオの調整治具として活用できます。 


 回路の各部を借用して測定機代わりをさせようというアイデアです。お金がかかりません。一応鳴るジャンクの６石スーパラジオが使えます。 


 上記のように各ポイントからリード線を引っ張り出して常備しておくと、高価な測定機を揃えなくても、大切な愛機の整備を実施することができます！ 







 


６石スーパートランジスタラジオ基板の写真 
 


高周波回路 ～上から～ 


 
 


 


高周波回路～下から～ 


 
 







低周波回路 ～上から～ 


 
 


 


低周波回路～下から～ 
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ST 管 5 球スーパーラジオ（トランス型）回路各部品の詳説  


部品番号 解 説 


6WC5 ST 型真空管。周波数変換管。MT（ミニチュア）管の 6BE6 と同等（ピン配置は異な


る）。 


6D6 ST 型真空管。中間周波増幅管。リモートカットオフ管。 
MT 管の 6BD6, 6BA6 と同等（ピン配置は異なる）。 
トップグリッド（G1）が特徴。ＩＦＴの「Ｇ」端子からリード線を通じてトップ・


グリッドに接続する。


トップ・グリッド－ＩＦＴ管のリード線にシールド線は使用しないこと。シールド


線は非常にＱが低いものがあり、感度不足や同調が鈍くなる原因となる。


シールド・キャップが必須。これをしないと、回り込みで異常発振の原因となる。


6SK7-GT は、第１ピン(BS)を必ずアースすること。


6BD6 は、真空管内にシールド対策が施されており、シールドは必須ではない。


6Z-DH3A ST 型真空管。検波・三極増幅管。MT 管の 6AV6 と同等（ピン配置は異なる） 
シールド・キャップを使用しない例が多いが、ハム防止の為にも使用した方が良い。 


6Z-P1 ST 型真空管 
負荷抵抗は高く、プレート電源 180V の時、1.2kΩが最適となるため、１次側が 1.2k
Ωの出力トランスを選ぶ。 
カソードコンデンサは大容量のものを使う。低音特性を良くするには 100uF くらい


必要。


KX-80BK ST 型真空管 


EZ-6E5 
6Z-E1 


ST 型真空管 


L1 アンテナコイル


同調コイル（周波数変換管グリッド側）コイルは、直径 32mm ベークライト円筒に


200～240uH（約 110～150 回巻）


アンテナコイル（アンテナ・アース側）約 25uH（約 30 回巻）。


一般的に線種は、0.18mm エナメル線、または 0.20mmDSC 線を使用。


このアンテナコイルがハイ・インピーダンス型（ハネカム巻きで重ね巻きになって


いる。メーカ製ラジオに多い）を使用していると、低い周波数の方で、同調不能や


自己発振を起こすことがある。


この場合は、同調コイルのＡＶＣ用コンデンサの前に 100k～500kΩのデカップリン


グ抵抗を入れるか、コイルを交換する。または、（現実的には困難だが）アンテナ


コイルと同調コイルの間隔を開ける。


L2 局部発振（局発）コイル。90～120uH。 


VC 等容量の２連エアーバリコン。 
最小 10（10～12）～最大 430pF（または 420pF）X 2 連。 
中波専用機はバリコンの上部に、２個のトリマ・コンデンサがあるはず。短波も聞


ける２バンドラジオは、バリコンのトリマが外され、中波と短波あわせて４個のト


リマが独立して使用されている。


Pc パディングコンデンサ 600pF 可変コンデンサ。 
（中波の場合）450uF の固定コンデンサで代用する場合がある。 


IFT-A 455kHz 中間周波トランス（Ａ） 
普通は上下の２カ所にコア調整用ネジ（－）がある。まれに、トリマ・コンデンサ


で調整するＩＦＴもある（米国製、中国製）。 
メーカ製ＩＦＴはズレが少ないのでむやみに回さないこと（最大でも数回転以内）。


最良点が分かり難いのは、ＩＦＴ以外に問題がある。


IFT の周波数が高すぎると、受信周波数の低い方(535kHz あたり)で自己発振を起こ


し受信不能となる。


IFT-B 455kHz 中間周波トランス（Ｂ） 
調整ネジや調整の要領は、IFT-A と同じ。 


T1 電源トランス 


T2 出力（アウトプット）トランス 
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インピーダンス整合を行う。 
１次側のインピーダンスは、6Z-P1 の場合 12kΩ、6AR5 の場合 7kΩが標準。 
２次側のインピーダンスは、4～8Ω。使用するスピーカに合わせる。 
出力トランスは巻き線比により決まるので、手持ちが 7kΩ：8Ωのトランスとする


と、4Ωのスピーカを用いれば、14kΩ：8Ω相当のトランスとなり、6Z-P1（12kΩ）


の出力トランスとして使用できる。 
音の良さは、この出力トランスで決まる。周波数特性の良いトランスは、実際に聞


いてみて、その違いが良く解る。できる限り、実績のあるメーカの確かなもの（高


価）を使用したい。 


C1 100pF/50V。セラコンまたはマイカ。 
局部発振の 6WC5 G1 回路結合コンデンサ。 
容量が大きいほど発振電圧のロスが少ないが、グリッド電流が大きく、ブロッキン


グ発振を起こしやすくなるので、一般に 100pF を使用する。30～200pF くらいの範


囲なら差し支えない。 


C2 0.1/50V セラコン、またはフィルコン 
R4 と組み合わせた AVC の時定数決定用コンデンサ 


C3 0.1uF/50V セラコン、またはフィルコン 
AVC 回路のデカップリングコンデンサ。 
C2 と同様の働き。※省略される場合が多い 


C4 0.1uF/50V セラコン、またはフィルコン 
6D6 カソードのバイパス・コンデンサ。 
発振が止まらない時は、これを外す。 


C5 0.1uF/400V セラコン、またはフィルコン。  
スクリーン・グリッド・ドロッパー抵抗（R3）のバイパス・コンデンサ 
6WC5 の G2, G4 及び 6D6 の G2（遮断グリッド）を、高周波に対して接地して、内


部静電容量を減ずるとともに、増幅率を高める働き、6WC5 と 6D6 の結合を避ける、


6WC5 の発振回路を形作る（電子結合型）役目を持つ。当時は、絶縁良好なチュー


ブラかマイカコンデンサを用いた。 
0.01uF を使用している場合があるが、この場合は、B 電圧にリプル（交流）を多く


含んでいると、周波数変換回路でリプルが変調されてハムが出る場合がある。0.01uF
では交流に対するフィルタ効果は期待できないので、0.1uF を用いる方が良い。 
本マニュアルの回路のように、このコンデンサを 6WC5 用と 6D6 用とで共用すると


発振することがある。その場合は、個別に入れること。 


C6 100pF/50V 結合コンデンサ 中間周波除去のフィルタ 
50～100pF にする。大き過ぎると検波負荷抵抗を低下させ高音域を低下させる。 


C7 100pF/50V 
中間周波除去のフィルタ。 
簡単にする場合は、C7 と R5 を省略する。 


C8 100pF/400V マイカ、セラコンまたはフィルコン 
6Z-DH3A の検波部プレートと３極部プレート間の容量が生じて、ボリュームが絞り


切れなくなる不具合を改善する為や、発振防止用のバイパス・コンデンサ。 
あまり大きくしても高音域を減衰させるだけなので 100pF が適当。 


C9 0.01uF/50V セラコンまたはフィルコン。 
VR で生じた低周波電圧を、6Z-DH3A のグリッド(Gt)に加えるためのカップリングコ


ンデンサ。 
当時は、0.01～0.006uF の絶縁良好な紙コンデンサまたは、マイカコンデンサを用


いた。 


C10 0.01uF/400V セラコンまたはフィルコン。 
6Z-DH3A のプレートに生じた低周波出力を、6Z-P1 のグリッド(G1)に加えるための


カップリングコンデンサ。 
当時は、0.01～0.006uF の絶縁良好な紙コンデンサまたは、マイカコンデンサを用


いた。 


C11 0.1～2uF/400V 電解コンデンサまたはフィルコン 
B 電圧より生じるハムを抑制するためのバイパス・コンデンサ。抵抗 R8 とともに使


用する。 
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Ｂ電源の平滑回路の電解コンデンサが大容量の場合（10uF 以上）は省略可能だが、


モーター・ボーティング防止の効果もあるので入れた方が良い。 


C12 2～47uF/25V 電解コンデンサ 
電力増幅管カソード回路の低周波バイパス・コンデンサ。 
 


C13 0.002uF/400V フィルコン 
トーンフィルタとして、低音部の再生を良好にするためと、6Z-P1 のプレート回路


を流れる中間周波電流をバイパスする役目を持つ。 
これが無いと、キンキン声になる。また、最高感度の点で自己発振を起こすことが


ある。 


C14 電解コンデンサ 22uF/450V 平滑コンデンサ（入力側） 
大容量の電解コンデンサを使用すると、整流管を痛める。 


C15 47uF/450V 平滑コンデンサ（出力側） 
ハム防止のため大容量を使用しても良い。実用的には 100uF 以内で良い。 


C16 0.1uF/400V 
外来雑音防止用フィルタコンデンサ。 


R1 20kΩ 1/2W 6WC5 の第１グリッド(G1)抵抗 
6WC5, 6BE6 は、この抵抗値を指定されている。 
30k～50kΩでも差し支えないが、ゲインやその他の条件が違ってくる。 
接続は、G1-アース（本マニュアルの回路）でも、G1-カソード(K)でもどちらでも


良い。 
この抵抗値が過大、または断線の時は、発振不安定や異常発振となり、多くのビー


トが出たりする。 
局部発振電圧が適正か確認するには、この抵抗とアース間を切断し、アース側を


（＋）、抵抗側を（－）として 1mA の電流計を入れる。そして、バリコンを全回転


してみて、一様に 0.5mA 前後なら正常。おかしければ、パディングコンデンサ(Pc)、
真空管(6WC5)、第１グリッド抵抗（この抵抗）、局発コイル(L2)をチェックする。 


R2 300Ω 1/2W 
6D6 のカソード抵抗。300Ωは定番の値。 
感度が上がり過ぎる場合は抵抗値を増やす。 


R3 15kΩ 3W 
6WC5, 6D6 第２グリッド（G2）の電圧降下用（ドロッパー）抵抗。プレート電圧（B
電圧）を 250V とすれば、6WC5, 6D6 の第２グリッド(G2)電圧が 100V と指定されて


いる。 
抵抗を１本にまとめているのは、部品の節約目的だけでなく、AVC がスムーズにか


かる為。 
消費電力は、約 1.5W（8mA 以上流れる）なので、余裕を見て 3W 型を用いる。 
 この抵抗が焼けて来ると、雑音の原因となる 


R4 1MΩ 1/2W 
R2 と組み合わせた AVC の時定数決定用抵抗。 
この抵抗が断線すると音が歪む。 


R5 50kΩ 1/2W 検波負荷抵抗。C7 と中間周波のフィルタの役目を果たす。 
VR の約 1/10 の抵抗値にする。 


R6 5MΩ 1/2W 


R7 250kΩ 1/2W 
6Z-DH3A のプレート負荷抵抗 


R8 50kΩ 1/2W 
B 電圧より生じるハムを抑制するデカップリング抵抗。コンデンサ C11 とともに使


用する。 
Ｂ電源の平滑回路の電解コンデンサが大容量の場合（10uF 以上）は省略可能だが、


モーター・ボーティング防止の効果もあるので入れた方が良い。 


R9 500k～1MΩ 1/2W 
電力増幅管のグリッドリーク抵抗。 
バイアスをかける抵抗（作る抵抗ではない）で、高くても低くても良いが、6AR5
の場合最高値は 500kΩ。低過ぎると前段(6AV6)の負荷抵抗が低くなってゲインが低
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下する。高すぎると、グリッド電圧がプラス(+)に近づくので良くない。 


R10 750Ω/1W 
電力増幅管のカソード抵抗。真空管による微妙に抵抗値が異なる 
6Z-P1:  600～750Ω 1W 
6F6： 420Ω 1W 
6AR5： 400Ω 1W 


R11 3kΩ/3W 以上 平滑抵抗 
2～3KΩを用いる。 
本書の回路では、平滑回路の出力電圧が 203V ある。6Z-P1 の第２グリッド電圧の


最大定格が 180V なので、203-10V（カソード電圧）=193V と高めだ。6Z-P1 の保護


を考えるならば、もう少し抵抗値を多めにした方が良い。 
ハム防止の為にはチョークコイル（30H）を使用するのが理想。 
ダイナミック・スピーカのフィールドコイル（DC 抵抗 2.5kΩ）で代用していた。 


R12 1MΩ/1/2W 
マジックアイの、プレート電圧降下抵抗 
非同調時のマジックアイの開き具合が決まる。 
開き具合は、プレート電圧＜ターゲット電圧で決まる。 


VR 可変抵抗器（ボリューム）500kΩ(A) 
感度重視なら 500kΩ、音質本意なら 50k～100kΩ。 
音量が絞り切れない不具合は、ボリュームの劣化による残留抵抗（端でゼロΩにな


らない）が原因である場合が多い。 
古いものは、ガリオーム（回すときにガリガリとかバリバリと雑音が混入）も多い。 
可変抵抗器は、その直径が 8mm～40mm くらいまでの種類がある。また最高使用電


圧と定格電力は抵抗値によって異なるので注意が必要。 
カーブ特性のタイプは 
Ａ型 対数型 
Ｂ型 直線型（トーン調整、テスター用） 
Ｃ型 逆対数型 
ラジオの音量調整用としてはＡ型が使用される。 
ボリュームにはＳＷ付きのものが多い。単極単投型（１：１の最も単純タイプ）は


電源スイッチに使われる。単極双投型（１：２）はＰＵとラジオの切り替えに多用


されたが、なぜかＰＵ使用時にラジオが混入してしまい閉口する（対策として、周


波数変換管のプレートを切る製品もあった）。本マニュアルのラジオでも使用して


いる。入手困難だがラジオ混入が無い３点接続型もあった。 
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		製作メモ（シャーシ上から見る真空管ピン配置図）



		オリジナルの配線のようす（下から見るシャーシ）

		上から見るオリジナルの部品配置

		調整と動作確認

		レストア完了後のラジオをYouTubeで見る

		レストア途中～ST管5球スーパーラジオの音色

		レストア中～ST管５球スーパーラジオ～火入れ式

		真空管ラジオの音と波形～ラジオ深夜便OP～柴田祐規子アナ

		真空管ラジオの音と波形～NHK AMラジオ時報

		真空管５球スーパーラジオの音質向上計画（NFB & TONE）

		打倒マジックアイ！５球スーパーラジオにSメータを付ける



		レストア完了！



		木製ケースのレストア（補修・塗装）

		再塗装か？オリジナルか？それが問題だ

		塗装方法を決める

		塗装はがしの前にやる事

		（銘板）貼り紙剥がし



		パネルへのプリント（最大の課題）

		塗装剥がし

		剥がれ・外れの補修

		破損の補修

		開いた穴の補修（パテ）

		との粉塗り（木目止め）

		塗装の準備（試し塗り）

		塗装の準備（マスキング）

		塗装（カラーニスとオイルステン）

		仕上げ（乾燥その他）



		レストアで使う工具・ツール

		テスター（デジタル・マルチ・メータ）

		テスターの測定棒（オプション）

		アナログテスター

		LCRメータ

		はんだごて

		はんだ

		ピンセット

		/マイナスドライバ

		プラスドライバ

		ニッパ

		ペンチ

		はんだ吸い取り線

		はんだ吸い取りポンプ

		やすり

		ホットボンド（グルーガン）

		BOXドライバ（スパナ・レンチ）

		はさみ・カッター

		/コアドライバー

		洗浄・潤滑（化学薬剤）

		万能洗浄剤

		強力洗浄剤

		研磨剤（コンパウンド）

		整理箱など

		ハケ

		綿棒（大・小）

		ワニ口クリップ

		エンパイヤー（ガラス）チューブ

		リード線・すずめっき線

		/ドラフティングテープ

		/瞬間接着剤

		部品整理皿

		ミニルーター

		/はんだごてTipリフレッサー

		/真空管ピン矯正治具

		リーマ

		シャーシパンチ

		ヘラ

		標準信号発生器（SSG）

		オシロスコープ

		/電子電圧計（バルボル）

		/オーディオ信号発振器

		エアーコンプレッサ



		ラジオ受信機の構成部品詳説

		受信用アンテナについて

		アースについて

		アンテナコイルの設計

		共振周波数・リアクタンス表

		コイル設計表

		コイルを巻くとき何回巻けるか？（電線表）



		アンテナコイルの製作について

		保安球について

		入力同調周波数について

		炭素系皮膜抵抗について

		中間周波トランス（IFT）について

		数種類ある中間周波数

		トランジスタ用IFTと流用について

		真空管用IFTの仕様

		455kHzの一般的な市販品の例

		TRIO　μ同調IFT　T-26　（MT管用）

		TRIO　FM用10.7MHz IFT　R10.7

		463kHzの市販IFT（昭和24年頃）



		STAR（富士製作所）I.F.T. Data　（データシート）

		配線の色別について

		JISの5色色別（5色法）

		JISの9色色別（9色法）



		AVC回路について

		AVC回路のフィルタ（R4,C2）の最適な時定数

		信号強度（Sメータ）について

		Sメータ回路について

		Sメータ回路例(IF管のカソード電圧で振らせる)

		Sメータ回路例（検波電流で振らせる）

		Sメータ回路例（IF管のプレート電流で振らせる）



		S単位（Sメータ）とアンテナ端子入力電圧

		RST方式による信号強度（S）の表示

		SINPOコード

		マジックアイ（MAGIC EYE）について

		マジックアイ同調表示回路の例



		総合設計時における真空管ラジオの標準利得

		感度階級と真空管ラジオ受信機

		各種受信機のの感度特性図

		スピーカの特性例

		ピックアップの特性

		抵抗カラーコード

		抵抗Ｅ系列

		コンデンサ容量の読み方・誤差等級コンデンサ容量の読み方

		コンデンサの耐圧

		コンデンサの小数点表記と小容量表示について

		電解コンデンサについて

		ボリュームの回転角度対抵抗値カーブ



		ラジオ受信機の調整方法

		テスターのみで調整する

		用意するものは

		低周波出力を測定する方法

		中間周波増幅管のカソード電圧を測定する方法

		耳によるカンピュータで測定する方法

		トラッキング調整の手順（単一調整）

		周波数目盛りが無い場合

		調整時のトラブル対策





		ラジオの調整用測定機

		テスターを低周波出力計として利用する

		テスターを同調表示器として利用する



		真空管とその周辺回路について

		真空管の性能低下と寿命

		製作メモ（真空管試験機TV-7での測定結果）



		カンタンに判る真空管のボケ判定法

		ゲッターについて

		真空管の故障

		真空管性能回復の方法

		整流管について

		出力管について

		中間周波増幅管（6D6）について

		ST管のシールドケースについて

		MT（ミニチュア）真空管のソケット処理について

		トランスレス方式におけるヒーター直列接続法

		トランスレスラジオ真空管の例

		ヒーターの接続順序

		不足分の抵抗値計算方法

		抵抗安定管（バラストランプ）について



		電力増幅管と出力（アウトプット）トランスについて

		主な電力増幅管の規格





		ラジオの改良・性能アップ

		負帰還回路（N.F.B.）について

		音質調整（トーンコントロール）回路について

		高音域減衰（ハイ・カット）回路の実例

		低音域減衰（ロー・カット）回路の実例

		高音域補強回路の実例

		低音域補強回路

		高音域・低音域総合音質調整回路



		真空管のピン配置図・規格

		配置図・規格の見方

		ST管のピン番号の見方

		MT管のピン番号の見方

		GT管のピン番号の見方



		ST管の規格

		6W-C5　周波数変換管

		6D6,6C6　中間周波増幅管

		6Z-DH3A　検波・三極管

		UX-26B　低周波増幅・検波管

		42　電力増幅

		6Z-P1　電力増幅

		80BK (HK)　整流管

		80　整流管

		12F　整流管

		5Z3　整流管



		MT管の規格

		6BE6　周波数変換管

		6BA6,6BD6　中間周波増幅管

		6AV6　検波・三極管

		6AR5　電力増幅

		6AQ5　電力増幅

		30A5　電力増幅

		35C5,50C5　電力増幅

		5M-K9　整流管

		6X4　整流管

		35W4　整流管



		GT管の規格

		6SA7　周波数変換管

		6SK7-GT　中間周波増幅管

		6SQ7-GT　検波管・三極管

		35L6-GT　電力増幅

		5AR4　整流管

		35Z5-GT　整流管



		接着剤の使い方

		接着剤を選択するときの注意



		両面テープの利用



		参考文献 or情報源

		ラジオ１番（radio1ban）について

		本書について
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TRIO 9R-59D(S) 回路図 （オリジナル）


TRIO 9R-59DS 取扱説明書に掲載された回路図を参照し、
実機を検証しながら作成。（実機 S/N:2601XX）
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9R-59D(S)　第３工程 Ａ（ワイヤー配線） 手順 5　メッキ線　CC(4)（平滑用電解コンデンサ）→E12


手順 6　メッキ線　V9(7)（定電圧放電管）→E13


手順 7　メッキ線　J(1)（ヘッドホンジャック）→E14


手順 8　メッキ線　V3(4)（局発 6AQ8）と V3(9) を中央ピン側に倒して、V3（中央ピン）→E4


手順 9　メッキ線　V2(3)（混合 6BE6）を中央ピンに側に倒して、V2（中央ピン）→E4


手順 10　メッキ線　V1(2)（RF 6BA6）と V1(3) を中央ピンに側に倒して、V1（中央ピン）→E6


手順 11　網線　コイルパック（G3 上側）→E3


手順 12　網線　コイルパック（REG 上側）→E5


手順 13　網線　コイルパック（E）→E6


手順 14　メッキ線　VR3(3)（AF ゲイン）→E17　※図 08-10 を参照


手順 15　網線　PC1(e1)（中間周波段基板）→E2


手順 16　網線　PC2(e6)（BFO・AF 段基板）→E10


手順 17　白細　PC1(RF-S-VR)→穴 H1 を通り→VR1(3)（RF ゲイン）→VR1(2)


手順 18　白細　PC1(RF-S-VR)→VR2(1)（ゼロ点調整）


手順 19　白細　PC1(A) →PC2(A)


手順 20　白細　PC1(C) →PC2(C)


手順 21　白細　PC1(S-VR1) →VR2(3)


手順 1　メッキ線　TA2（アンテナ端子アース側）→E8


手順 2　メッキ線　V10(1)（US ソケット）→E9


手順 3　メッキ線　B(3)（スピーカー端子）→E10


手順 4【変更】メッキ線　PT(11)（電源トランス）→PT(5)→PT(6)→E11 及びメッキ線 PT(8)→E12


手順 4【オリジナル】メッキ線　PT(11)（電源トランス）→PT(8)→PT(5)→PT(6)→ E11


手順 22　白細　PC2(US-3P) →V10(3)（US ソケット）


手順 23　白細　S1A(9)（FUNCTION ロータリー SW）→S1A(8)→S1A(7)→PC2(A-FUN)


手順 24　白細　V10(3)→S1C(1)


手順 25　白細　S(2)→PT(3)


手順 26　白細　F(2)（ヒューズ）→PT(2)


手順 27　単線　太　V10(8)→TA1（アンテナ端子）


手順 28　単線　太　コイルパック→TA1


手順 29　単線　太　TA1→M 型アンテナ端子（取り付けた場合）


ここでは、すずめっき線でアース配線と、白色ワイヤー線の配線を行います。
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9R-59D(S)　第３工程 B（ワイヤー配線） 手順 1　青細　V3(5)（局発 6AQ8）→V2(4)（混合 6BE6）


手順 2　青細　V2(4)→PC1(H1) 中間周波段


手順 3　青細　V2(4)→V1(4)


手順 4　青単太　V1(4)→PT(4)（電源トランス）


手順 5　青細　S1C(5)（FUNCTION ロータリー SW）→LG2(4)（ラグ板）


手順 6　青細　S1C(2)→S1C(3)→S1C(4)→PC2(C-FUN)（BFO・AF 段基板）


手順 7　青細　S1A(6)→PC2(K-FUN)


手順 8　青細　PT(10)（電源トランス）→PC2(H2)


手順 9　青細　PT(4)→穴 H6 を通り→PL1(1)（パイロットランプ）　※図 08-10 を参照


手順 10　青細　出力トランス→穴 H3 を通り→PC2(P2)


手順 11　青細　PL1(1)→PL2(1)　 ※図 08-10 を参照


ここでは青色ワイヤー線の配線を行います。
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9R-59D(S)　第３工程 C（ワイヤー配線） 手順 1　緑より線　コイルパック（バンド SW 付近から→V3(3)（局発 6AQ8）


手順 2　緑より線　出力トランス→穴 H4 を通り→B(2)（スピーカー端子）


手順 3　黄細　PC1(D)（中間周波段基板）→PC2(D)（BFO・AF 段基板）　※図 08-10 を参照


手順 4　黄細　VR(2)（ゼロ点調整）→穴 H2 を通り→M(-)（メーター）


手順 5　黄細　V10(6)（US ソケット）→LG5(4)（ラグ板）


手順 6　黄細　B(1)→J(2)（ヘッドホンジャック）


手順 7　黄細　LG5(4)→J(3)


手順 8　黄細　VC（ANT トリマー）→RFG（コイルパック）


手順 9　黄より線　出力トランス→穴 H4 を通り→LG5(4)


ここでは、緑より線の配線と、黄色ワイヤー線の配線を行います。
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9R-59D(S)　第３工程 D（ワイヤー配線） 手順 8　赤細　S1D(9)（FUNCTION ロータリー SW）→V10(5)（US ソケット）


手順 9　赤細　V10(4) →PC2(US-5P)


手順 10　赤細　V10(4) →LG6(5)


手順 11　赤細　出力トランス→穴 H3 を通り→LG5(5)


手順 12　赤細　LG5(2) →LG5(5)


手順 13　赤細　CC(1) （平滑用電解コンデンサ）→LG5(5)


手順 14　赤細　CC(2) →LG6(5)


手順 15　赤細　CC(3) →LG6(2)


手順 16　赤細　S1D(6) →B2


ここでは赤色ワイヤー線の配線を行います。


手順 1　赤細　LG1(1)（ラグ板）→V9(1)（定電圧放電管）


手順 2　赤細　V2(5)　（混合 6BE6）→PC1(P1)（中間周波段基板）


手順 3　赤細　LG1(3）→B1（スピーカー端子）


手順 4　赤より線　コイルパック→V1(5)（RF 6BA6）


手順 5　赤細　LG2(1) →穴 H2 を通り→M(+)（メーター）　※図 08-10 を参照


手順 6　赤細　PC1(B2) →PC2(B2)（BFO・AF 段基板）


手順 7　赤細　V9(1) →PC2(B3)
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9R-59D(S)　第３工程 E（ワイヤー配線） 手順 5　黒細　PT(5)（電源トランス）→穴 H6 を通して→PL1(2)（パイロットランプ）　※図 08-10 参照


手順 6　黒細　PL1(2)　→PL2(2)　 ※図 08-10 を参照


手順 7　黒細　VR1(1)（RF ゲイン） →VR3(3)（AF ゲイン）


手順 8-1　シールド線（芯線）　LG3(1)（ラグ板） →穴 H1 を通り→VR3(1)


手順 8-2　シールド線（網線）　LG3(2)（ラグ板）→穴 H1 を通り→VR3(3)（アース）


手順 9-1　シールド線（芯線）　PC2(AF-VR2) （BFO・AF 段基板）→穴 H1 を通り→VR3(2)


手順 9-2　シールド線（網線）　PC2(e5) （BFO・AF 段基板）→穴 H1 を通り→VR3(3)（アース）


手順 10-1　シールド線（芯線）　S1B(4)　→PC2(AM-FUN)


手順 10-2　シールド線（網線）　S1B(2）→PC2(e1)


手順 11-1　シールド線（芯線）　S1B(3）→PC2(AM-ANL-FUN)


手順 11-1　シールド線（網線）　S1B(2）→PC2(e2）


手順 12-1　シールド線（芯線）　S1B(1）→PC2(B-FUN）


手順 12-2　シールド線（網線）　S1B(2）→PC2(e3）


手順 13-1　シールド線（芯線）　PC2(BFO-VC）→穴 H5 を通り→VC1(2）（BFO バリコン）　※図 08-10 参照


手順 13-2　シールド線（網線）　PC2(e4）→穴 H5 を通り→E16（上側シャーシ）


手順 14　茶より線　コイルパック (B1)（下側→　V1(6)（RF 6BA6）


手順 15　AC コード→S(1)（FUNCTION ロータリー SW）


手順 16　AC コード→F(1)（ヒューズ）


手順 1　黒細　S1A(10)（FUNCTION ロータリー SW）→S1B(2)


手順 2　黒細　S1A(10）→E15（シャーシアースポイント）


手順 3　黒より線　コイルパック (E）→E6


手順 4　黒より線　出力トランス→穴 H4 を通して→B(3)（スピーカー端子）


ここでは、黒色より線、黒色ワイヤー線及び、（黒色）シールド線などの配線を行います。
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9R-59D(S)　第３工程 CR 配線 手順 13　R37(2.2k/8W）　LG5(5）→LG6(5）


手順 14　R38(1k/4W）　LG5(2）→LG6(2）


手順 15　R39(1k/4W）　V9(1）→LG6(2）


手順 16　C1(150p）　LG2(3）→RFG（コイルパック）


手順 17　C5(150p）　V2(7）→G3（コイルパック）


手順 18　C3(0.01u）　V1(7）→E4


手順 19　C4(0.01u）　V1(6）→E4


手順 20　C8(0.01u）　V2(6）→V2（中央ピン）


手順 21　C13(0.01u）　V3(1）→P（コイルパック）


手順 22　C16(0.01u）　PC1(K）→E7


手順 23　C6(5p）　V2(1）→V3(2）


手順 24　C47(240p）　V3(2）→G1（コイルパック）


手順 25　C32(0.01u）　S1B(5）→LG3(1）


手順 26　C43(0.01u）, D6(SW-05S）PT(9）（電源トランス）→LG5(5）


手順 27　C44(0.01u）, D7(SW-05S）PT(7）→LG5(5）


手順 28　C45(0.01u）　F(2）→PT(3）


手順 29　D1(1N60）　LG2(1）→PC1(M）（S メーター）


手順 30　C2(0.01u）　VR1(1）→VR1(3）（RF ゲイン）　※図 08-10 参照


手順 1　R1(47)　V1(1)（RF 6BA6）→LG2(3)（ラグ板）


手順 2　R2(1M)　LG2(3）→LG2(4）


手順 3　R3(180）　V1(7）→PC1(RF-S-VR）（中間周波段）


手順 4　R4(1M）　V2(7） （混合 6BE6）→E2（シャーシアース）


ここでは、抵抗、コンデンサ、ダイオードなどの部品の配線を行います。


手順 5　R5(100k）　V2(1）→E2


手順 6　R6(330）, C7(0.01u）より合わせ　V2(2）→E4


手順 7　R7(68k）　V2(6）→B1（コイルパック）


手順 8　R8(2.2k）　LG1(3）→PC1(B1）


手順 9　R12(22k）, C12(3p）より合わせ　V3(2）（局発 6AQ8）→E1


手順 10　R36(220k）, C39(0.01u）より合わせ　LG6(3）→LG6(5）


手順 11　R40(220k）, C46(0.01u）より合わせ　V9(1） （定電圧放電管）→E13


手順 12　R41(150）　V3(1）→LG1(1）
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第 3工程（ワイヤー配線）　シャーシ上部の実体配線図
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第 3工程（ワイヤー配線）　シャーシ上部の実体配線図第 3工程（ワイヤー配線）　シャーシ上部の実体配線図第 3工程（ワイヤー配線）　シャーシ上部の実体配線図
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４石スーパーラジオ回路図 


部品No. 品番・規格 働き


ANT バーアンテナ 430～600uH


PVC トラッキングレスバリコン ANT側:20-150pF,OSC:20-80pF


OSC 局部発振コイル 受信f + 455kHzを発振する


IFT-1 中間周波トランス(黄) 初段用 通過f=455kHz


IFT-2 中間周波トランス(黒) 検波段用 通過f=455kHz


T 出力トランス ST-81 一次: 1kΩ、二次: 8Ω


SP スピーカ 8Ω


TR1 シリコン　2SC1815-Y 周波数変換


TR2 シリコン　2SC1815-Y 中間周波増幅


TR3 シリコン　2SC1815-Y 低周波増幅（２段直結回路）


TR4 シリコン　2SC1959-Y 低周波増幅（２段直結回路）


D ゲルマダイオード 1N60 検波


R1 27kΩ 1/4W バイアス抵抗


R2 10kΩ 1/4W 分圧抵抗（電流帰還）


R3 3kΩ 1/4W 回路安定化抵抗


部品No. 品番・規格 働き


R4 20kΩ 1/4W バイアス抵抗


R5 4.7kΩ 1/4W 分圧抵抗（電流帰還）
R6 1kΩ 1/4W 回路安定化抵抗


R7 20kΩ 1/4W 2段直結回路のベース抵抗


R8 7.5kΩ 1/4W 2段直結回路のコレクタ抵抗


R9 91Ω 1/4W 2段直結回路のエミッタ抵抗
VR 5kΩ(B) ボリューム・検波負荷抵抗


C1 セラコン 0.0047uF 結合コンデンサ


C2 セラコン 0.0047uF 結合コンデンサ


C3 セラコン 0.01uF バイパスコンデンサ


C4 セラコン 0.01uF バイパスコンデンサ
C5 セラコン 0.01uF 検波時455kHz成分除去 LPF


C6 電解コン 3.3uF/10V 結合コンデンサ


C7 電解コン 220uF/6.3V 2段直結回路用コンデンサ


C8 電解コン 100uF/16V 電源のバイパスコンデンサ
その他 3.5mmモノラルジャック ライン入力付加の場合必要


 







基板上から～部品配置図と実体配線図 
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部品注文シート 


※ ＣＤ－ＲＯＭに、Excel ブックファイルで同梱しています。そちらを編集してご利用下さい。


部品No. 品番・規格 数量 備考 単価 金額
ANT バーアンテナ 1 スーパーラジオ用 280 280


バーアンテナ留め具 2 プリント基板に固定 20 40
PVC トラッキングレス２連ポリバリコン 1 同調ダイアルツマミ付き 350 350
OSC 局部発振コイル（赤） 7mm角 1 170 170
IFT-1 IFT中間周波トランス(黄) 7mm角 1 170 170
IFT-2 中間周波トランス(黒) 7mm角 1 170 170
T 出力トランス ST-81相当 1 １次：1kΩ、２次：8Ω 300 300
SP スピーカ　８Ω 1 口径：　　　出力： 200 200
TR1,2,3 シリコン　2SC1815-Y 3 10 30
TR4 シリコン　2SC1959-Y 1 10 10
D ゲルマダイオード 1N60など 1 50 50
R1 27kΩ 1/4W 5% 1 10 10
R2 10kΩ 1/4W 5% 1 10 10
R3 3kΩ 1/4W 5% 1 10 10
R4,7 20kΩ 1/4W 5% 2 10 20
R5 4.7kΩ 1/4W 5% 1 10 10
R6 1kΩ 1/4W 5% 1 10 10
R8 7.5kΩ 1/4W 5% 1 10 10
R9 91Ω 1/4W 5% 1 10 10
VR 5kΩ(B)　小型（直径16mm、シャフト6mm） 1 150 150
C1,2 セラコン 0.0047uF 2 10 20
C3,4,5 セラコン 0.01uF 3 10 30
C6 電解コン 3.3uF/10V 1 10 10
C7 電解コン 220uF/6.3V 1 20 20
C8 電解コン 100uF/16V 1 20 20
その他 サンハヤト ICB-503 1 ユニバーサル基板 250 250
その他 スイッチ ON/OFF １回路 1 50 50
その他 006P電池スナップ　リード線タイプ 1 65 65
その他 リード線（トランジスタ回路用） 1 100 100
その他 TCW線（錫メッキ線） 1 ワイヤー配線、予備用 200 200
その他 3mm×##mmネジ 4 基板固定用。長さは任意に指定 10 40
その他 3mmナット 4 10 40


0
オプション 3.5mmモノラルジャック 1 ライン入力端子増設の場合必要 50 50


0
0
0
0


（備考・通信欄） 計： 2,905
４石スーパーラジオ（MW専用）の製作部品です。 送料：


合計：


送付先：


参考価格


４石スーパーラジオ部品注文シート







6 本足のバーアンテナ 


 







100 円ラジオ調整具回路図 







４石スーパーラジオ回路図（B4 拡大版） 


部品No. 品番・規格 働き
ANT バーアンテナ 430～600uH


PVC トラッキングレスバリコン ANT側:20-150pF,OSC:20-80pF


OSC 局部発振コイル 受信f + 455kHzを発振する


IFT-1 中間周波トランス(黄) 初段用 通過f=455kHz
IFT-2 中間周波トランス(黒) 検波段用 通過f=455kHz


T 出力トランス ST-81 一次: 1kΩ、二次: 8Ω


SP スピーカ 8Ω
TR1 シリコン　2SC1815-Y 周波数変換


TR2 シリコン　2SC1815-Y 中間周波増幅


TR3 シリコン　2SC1815-Y 低周波増幅（２段直結回路）
TR4 シリコン　2SC1959-Y 低周波増幅（２段直結回路）


D ゲルマダイオード 1N60 検波


R1 27kΩ 1/4W バイアス抵抗
R2 10kΩ 1/4W 分圧抵抗（電流帰還）


R3 3kΩ 1/4W 回路安定化抵抗


部品No. 品番・規格 働き


R4 20kΩ 1/4W バイアス抵抗


R5 4.7kΩ 1/4W 分圧抵抗（電流帰還）


R6 1kΩ 1/4W 回路安定化抵抗


R7 20kΩ 1/4W 2段直結回路のベース抵抗


R8 7.5kΩ 1/4W 2段直結回路のコレクタ抵抗


R9 91Ω 1/4W 2段直結回路のエミッタ抵抗


VR 5kΩ(B) ボリューム・検波負荷抵抗


C1 セラコン 0.0047uF 結合コンデンサ


C2 セラコン 0.0047uF 結合コンデンサ


C3 セラコン 0.01uF バイパスコンデンサ


C4 セラコン 0.01uF バイパスコンデンサ


C5 セラコン 0.01uF 検波時455kHz成分除去 LPF


C6 電解コン 3.3uF/10V 結合コンデンサ


C7 電解コン 220uF/6.3V 2段直結回路用コンデンサ


C8 電解コン 100uF/16V 電源のバイパスコンデンサ


その他 3.5mmモノラルジャック ライン入力付加の場合必要
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